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パッシブサンプラーによる県内の大気汚染状況
Air pollution concentration measured by passive sampler in Miyagi prefecture
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1　はじめに　
　宮城県は昭和 57 年度から平成 12 年度までパッシブサ
ンプラーを用いて道路沿道における二酸化窒素，一酸化
窒素，窒素酸化物濃度の調査を実施してきた 1）。パッシ
ブサンプラーによる大気汚染物質の測定は，電源を必要
とせず，取扱いが簡便で安価なため，数多くの任意の場
所に設置でき，山間部等での測定も容易であることから，
面的かつ広域的な測定・評価が可能である。
　本報告は平成 15 年から全環研共同調査 2）および全環
研北海道・東北ブロック共同調査と歩調を合わせ行って
いるパッシブサンプラーによる大気汚染物質濃度調査の
うち平成 17 年度までの 3カ年分の結果をまとめたもの
である。

2　調査方法
　2.1　調査期間：平成 15 年 4 月～平成 18 年 3 月　　
　2.2　調査方法：小川式パッシブサンプラーを用い約

１ヶ月単位で捕集
　2.3　調査地点：県内 5地点で採取。調査地点の位置

　パッシブサンプラーを使用し山間部や海沿いの地域での窒素酸化物やオゾンの濃度を把握することができた。また，
大気汚染測定局常時監視システムでは測定していないアンモニアガス濃度を県内 5地点で把握することができた。そ
の結果，アンモニアガス濃度が僅かではあるが都市部で高いことが明らかになった。
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を図 1に調査地点および調査地点付近の概況
を表 1に示す。

図 1　調査地点

表 1　調査地点および調査地点付近の概況
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　2.4　測定項目および分析方法
　①一酸化窒素，二酸化窒素，窒素酸化物：ブランベー
ル社製オートアナライザーTRAACS800 法　②オゾン，
アンモニア，二酸化硫黄：硝酸イオン，アンモニウムイ
オン，硫酸イオンとしてイオンクロマトグラフ法

3　調査結果
　3.1　平均値
　各地点，各項目毎の 3カ年間の平均値を図 2にしめす。
　①二酸化窒素については市街地である仙台幸町が全期
間平均で16.9ppbで最も高く，他地点は4ppb以下であった。
宮城大和は1.7ppbと最も低い濃度であった。一酸化窒素
では仙台幸町が 10.1ppbと最も高い濃度であり，次いで丸
森が 2.4ppbであり，他の3地点は2.0ppb以下の濃度であっ
た。窒素酸化物についてもほぼ同様な傾向であった。
　②オゾンについては全期間平均で牡鹿，箟岳，宮城大
和で 27ppb 以上であったのに対し，仙台幸町が 20ppb
以下と最も低い濃度であった。
　③アンモニアについては仙台幸町が 1.26ppb で最も濃
度が高く，他地点は 1ppb 以下であった。
　④二酸化硫黄については 5地点の中でも仙台幸町が若
干高い濃度であったが，全地点で 1ppb 以下であった。
　3.2　経時変化
　①二酸化窒素の経月変化を図 3に，地点間の相関係数
を表 2に示す。これによると 1%の危険率で有意な相関
が認められたのは仙台幸町と丸森間だけであった。また
丸森は仙台幸町の他，箟岳，宮城大和との相関が認めら
れた。一方，一酸化窒素について，5%までの危険率を

図 2　各地点・各項目毎の平均値

表 2　二酸化窒素の地点間相関係数 図 3　二酸化窒素の経月変化

図 4　一酸化窒素の経月変化

表 3　一酸化窒素の地点間相関係数

図 5　窒素酸化物の経月変化

表 4　窒素酸化物の地点間相関係数

含めると全地点間で有意な相関が認められた（図 4，表
3）。窒素酸化物についてはほぼ二酸化窒素と同様の傾向
を示している（図 5，表 4）。低濃度で推移していた宮城
大和を除けば，夏場に濃度が低く，冬場に濃度が高くな
る傾向が認められた。
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　②オゾンについてはいずれの地点間の相関係数とも
0.9 前後でかなり良い相関が得られた。オゾン濃度の経
月変化を図 6，地点間の相関係数を表 5に示した。
　③アンモニアガスについては仙台幸町を除いた地点間
では良い相関を示している。また，仙台幸町を除いた 4
地点では若干ではあるが，春・夏に高く，冬場に低濃度
になるという季節による差が認められた（図 7，表 6）。
　3.3　常時監視局データとの関係について
　丸森および箟岳については大気汚染常時監視局データ
との関係を調べた。
　図 8に二酸化窒素濃度についてのパッシブサンプラー
と常時監視局の測定値との関係を示す。これによると箟
岳，丸森とも１%の危険率で有意な相関関係が得られた。
丸森の方で比較的高い相関が得られた。また，両地点と
も傾きがほぼ同じであったが，低濃度ではパッシサンプ
ラーの値が高くなる傾向を示し，全体としてもパッシブ

サンプラーの方が高い濃度を示していた。

図 6　オゾンの経月変化

図 7　アンモニアの経月変化

表 5　オゾンの地点間相関係数

表 6　アンモニアの地点間相関係数

図 8　二酸化窒素濃度におけるパッシブサンプラーと自
動測定機との関係

　図 9にオゾン濃度についてのパッシブサンプラーと常
時監視測定局での測定値との関係を示す。その結果丸森
および箟岳ともに 1%の危険率で有意な相関関係が得ら
れた。特に丸森では相関係数が0.9という高い相関があっ
た。両地点ともほぼ同様な傾きと切片を持つ回帰直線で
あった。全体としては，パッシブサンプラーの値が低め
に推移していた。

図 9　オゾン濃度におけるパッシブサンプラーと自動測
定機との関係

4　まとめ
　本調査では県内 5地点で，パッシブサンプラーを用い
窒素酸化物，オゾン，アンモニア，二酸化硫黄など 6項
目のガス状物質について濃度を測定し，その実態を明ら
かにした。パッシブサンプラーは山間部や海岸部など大
気汚染常時監視局の設置が困難な地域で，大気汚染物質
濃度の継続的なモニターが可能であり，データの蓄積に
有効な手段であると思われる。また，常時監視局では測
定できないアンモニアガス濃度を把握することができ，
僅かではあるが，都市部でアンモニアガス濃度が高いこ
とも明らかになった。
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